


など予防に努めます。また植物では、ウルシや棘のあるノイバラなどにも注意が必要です。接触の可能

性がある場合は、被害に遭わないよう予防に心がけるとともに被害への対処ができるようにします。 

（５）食中毒対策 

    夏季はＯ１５７など食中毒が発生しやすくなります。食材の保存には十分注意して、予防対策を講じ

ておきます。 

（６）天候チェック 

局地的な集中豪雨など異常気象や落雷による事故・被害が発生しています。活動前に必ず天候チェッ 

クを行い、プログラムの実施、変更、延期または中止など適切に状況を判断して決定します。 

２．長期キャンプ等行事の計画について 

スカウトにとって、長期キャンプ等夏季の行事は、日ごろ鍛えた技能を持って冒険にチャレンジし、仲

間と頑張った喜びや達成感等を得ることが出来る最も活動的な機会であり、好奇心を満たし、魅力のもて

る活動となり、自らの成長を促す絶好の機会となります。 

そのため、指導者は、スカウトの興味や冒険心等を追求しつつ、教育効果と安全確保を心がけ、プログ

ラムに対して、充分かつ綿密な計画を作成していきます。 

現場では、スカウトの体力、技能、その日の気分等を考慮し、安全かつ楽しい経験が出来るよう取り組

みます。また、終了後には、万が一に備えて、協力の要請をお願いした緊急連絡先や関係機関（病院、警

察、消防、関係県連盟等）には無事終了の報告とお礼を行う様にしましょう。 

３．アレルギー疾患のあるスカウトの対応について 

アレルギー疾患のあるスカウトが食物や蜂などのアナフィラキシーにより非常に短時間のうちに重篤な

状態に至ることがありますので、アレルギー疾患のあるスカウトが安心・安全なスカウト活動を行うため

には、保護者と指導者の間で日頃から意志疎通を図り、正しい知識に基づいた予防や対処が必要になりま

す。 

４．各種書類の提出 

活動場所や内容に応じて必要書類を県連盟や行政管轄部署等に提出することが求められています。 

 （１）登山等の活動を実施する場合は、登山計画書（登山届）を管轄している警察署等に提出します。 

（２）活動を県外で行う場合は、隊指導者は団を経由して所属県連盟に県外旅行申請書を提出します。 

（３）全ての活動において、隊指導者は、実施計画書、安全計画書を必ず事前に作成し、団に提出し承認

を得ておきます。 

５．その他 

 （１）通常時の安全対策に加え、夏季の気象条件や環境の変化など季節に応じた対策が必要です。  

（２）活動計画の折には、事前準備を十分行い、実施中は状況に応じた具体的な指示・指導を徹底しなが

ら、安全確保に努め、万が一事故が発生した際は迅速で的確な対応がとれるよう取り組みます。そし

て、スカウト・指導者一人ひとりが安全への意識を高め「自分のことは自分で責任をもつ」心構えの

醸成に努めます。  

（３）公共交通機関での移動や公共施設利用時は他の利用者の見本となるよう「ちかい」と「おきて」の

実践に努めて行動します。また、キャンプ地が民家に接している場合は、近隣住民への事前の挨拶な

ど迷惑を及ばさぬよう配慮します。 

（４）日本連盟ホームページに、スカウティング誌に掲載している「野外活動のための安心・安全講座」

をとりまとめた冊子のダウンロードが可能です。また、過去の日本連盟コミッショナー通達も掲載さ

れておりますので、併せて活用してください。 

以上 
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